
 

赤穂市総合計画における「将来人口の長期的見通しと目標」について 

（赤穂市総合戦略における将来展望人口「人口ビジョン」） 

 
１ 現行計画の将来人口の長期的見通しと目標 

⑴ ２０１５年（平成２７年）国勢調査人口 ４８,５６７人 
 

⑵ 国調結果を反映した国立社会保障・人口問題研究所による「日本の地域別将来推計人口」 
２０３０年（令和１２年） ４１,０８１人［社人研推計：２０１８年（平成３０年）］ 
 

⑶ 上記(1)(2)をもとに、以下の条件設定①②により推計した将来展望人口は次のとおり 
① ２０４０年（令和２２年）に合計特殊出生率を人口置換水準の２.０７に設定 

② ２０３５年（令和１７年）までに転出入が均衡となるよう設定 

➡２０３０年の目標人口 ４２,０００人  
（令和１２年）               

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

２ ２０２１年（令和３年）以降の現状実績（推移） 

 
 
 
 
 
 
 

39,730 37,697 35,838 34,093 32,428 30,865

1.91 2.07 2.07 2.07 2.07 2.07

1,457 1,545 1,490 1,424 1,409 1,443

△ 2,270 △ 2,033 △ 1,859 △ 1,745 △ 1,655 △ 1,563

0 0 0 0 0 0

（単位：人）

2055年
令和37年

2060年
令和42年

2035年
令和17年

2040年
令和22年

2045年
令和27年

2050年
令和32年

【現状の実績（推移）】 （単位：人）

2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

令和3年 令和4年 令和5年 令和6年 令和7年

総人口 45,732 45,078 44,479 43,855 43,218 △ 3,036 43,877

出生数 231 201 202 191 198 1,023 1,373

自然増減 △ 383 △ 449 △ 489 △ 445 △ 461 △ 2,227 △ 1,851

社会増減 △ 271 △ 150 △ 135 △ 192 △ 159 △ 907 △ 81

（うち外国人） 27 48 67 46 54 242

（外国人除く） △ 298 △ 198 △ 202 △ 238 △ 213 △ 1,149

※資料：「兵庫県の人口の動き」（兵庫県）

※総人口は各年１月１日現在、2025年（令和7年）の出生数・増減は直近３か年平均で推計

5か年計 【現行計画】
2025年目標値

総人口 48,567 45,809 43,877 42,000

合計特殊出生率 1.43 1.43 1.59 1.75

出生数 1,355 1,373 1,379

自然増減 △ 1,675 △ 1,851 △ 1,874

社会増減 △ 1,083 △ 81 △ 3

2030年
令和12年

【現行の将来展望人口】

※2020年の合計特殊出生率は2015年国勢調査の数値で推計

2015年
平成27年

2020年
令和2年

2025年
令和7年

※出生数、自然増減、社会増減は、5年間の累計値

参考資料 ② 

『第３回赤穂市総合計画審議会資料』 
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３ 現状実績（推移）と現行計画との比較（５か年計） 

⑴ 総人口：５年間で３,０３６人の減、計画値より１.５％減少 
 

⑵ 出生数：２０２４年（令和６年）に２００人を割り込み、計画値より２５.５％減少 
 

⑶ 自然増減：出生数の減などに伴い減少数が拡大傾向にあり、計画値より２０.３％減少 
出生数は１０年前の平成２７年が３２５人で、それ以降は毎年減少し続け平成２９年には３

００人を割り込み、令和６年は１９１人となっています。一方で、死亡者数は直近４か年平均
で約６５０人となっていることから、自然増減は平成２９年以降△３００人を、令和４年以降
△４００人を超え、近年では△５００人に迫ろうとしており、自然減が拡大傾向にあります。 

 
⑷ 社会増減：２０２１年（令和３年）から減少数が縮小傾向にあるが、計画値より１,０１９.８％

減少 
社会増減は令和２年が△３６６人で、外国人の転入増を背景に近年は令和４年が△１５０人、

令和５年が△１３５人、令和６年が△１９２人となるなど、年によって減少の幅に大小がある
ものの、社会減の縮小傾向が続いています。しかしながら、令和６年は社会減が拡大に転じた
こともあり、近年の社会減の縮小傾向が今後とも継続し続けるのか不透明な状況にあります。 

 
４ 「将来人口の長期的見通しと目標」の見直し（案） 

２０２０年（令和２年）国勢調査人口や直近５か年の現状実績のほか、新たに公表された社人
研推計人口、国における『地方創生２.０の「基本的な考え方」』、『人口戦略会議「人口ビジョン
２１００」』を踏まえ、「将来人口の⻑期的⾒通しと目標」を次のとおり⾒直したいと考えています。 

 
⑴ ２０２０年（令和２年）国勢調査人口 ４５,８９２人 

 
⑵ ２０３０年（令和１２年）の社人研推計人口 

現行計画策定時 ４１,０８１人［２０１８年（平成３０年）推計］ 

現在      ３９,８９７人［２０２３年（ 令 和 ５ 年 ）推計］ 
                             （△２.９％） 
 

⑶ 地方創生２.０の「基本的な考え方」 
令和６年１２月に決定された地方創生２.０の「基本的な考え方」において、今後、人口減少

のペースが緩まるとしても、当面は人口・生産年齢人口が減少するという事態を正面から受け
⽌めた上で、人口規模が縮小しても経済成⻑し、社会を機能させる適応策を講じていく重要性
が示されました。 

そのため今後の行政計画では、人口の減少を前提とした、地域の担い手の育成や生活基盤の
確保などへの対応が必要であり、現実的な目標人口の設定が求められています。 
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⑷ 人口戦略会議「人口ビジョン２１００」 
令和４年１月に人口戦略会議より提言のあった「人口ビジョン２１００」において、現状の

ままでは国の総人口が年間１００万人のペースで減っていき、わずか７６年後の２１００年
（令和８２年）には６,３００万人に半減することになることから、総人口が“急激”かつ“⽌め
どもなく”減少し続ける状態から脱し、８,０００万人（現在の３分の２まで減少）で安定させ
る必要性が示されました。 

その方策の一つとして、合計特殊出生率を２０４０年（令和２２年）頃までに１.６、２０５
０年（令和３２年）頃までに１.８、２０６０年（令和４２年）までに２.０７まで向上させるこ
とが想定されています。 

 
⑸ 条件設定の⾒直し 

① 合計特殊出生率については、最終目標に向け段階的な目標を設定し、⻑期的には２０６０
年（令和４２年）に人口置換水準の２.０７とし、２０４０年（令和２２年）に１.６、２０
５０年（令和３２年）に１.８を目指す 
【現行：２０４０年（令和２２年）に合計特殊出生率を人口置換水準の２.０７に設定】 
 

② ２０３５年（令和１７年）までに転出入が均衡となるよう設定 
  【現行から変更なし】 
 

➡２０３０年の目標 人口４０,０００人以上を維持 
（令和１２年）       【現行 ４２,０００人】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

（単位：人）

2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

令和17年 令和22年 令和27年 令和32年 令和37年 令和42年

38,078 36,048 34,101 32,194 30,308 28,516

1.46 1.60 1.70 1.80 1.94 2.07

1,163 1,323 1,331 1,182 1,074 1,124

△ 2,168 △ 2,030 △ 1,947 △ 1,907 △ 1,886 △ 1,792

0 0 0 0 0 0

【見直し後の将来展望人口】

2015年 2020年 2025年 2030年

平成27年 令和2年 令和7年 令和12年

総人口 48,567 45,892 42,875 40,246

合計特殊出生率 1.18 1.18 1.32

出生数 974 1,020

自然増減 △ 2,082 △ 2,223

社会増減 △ 935 △ 406

※出生数、自然増減、社会増減は、5年間の累計値

※2025年の合計特殊出生率は2020年国勢調査の数値で推計
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５ 現状実績と見直し後の将来展望人口との比較 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

 

６ 現行の将来展望人口と見直し後との比較 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【現行の将来展望人口】

2020年 2025年 2030年

令和2年 令和7年 ｃ 令和12年 ｄ

総人口 45,809 43,877 △ 386 42,000 △ 375

合計特殊出生率 1.43 1.59 0.03 1.75 0.03

出生数 1,355 1,373 275 1,379 276

自然増減 △ 1,675 △ 1,851 △ 370 △ 1,874 △ 375

社会増減 △ 1,083 △ 81 △ 16 △ 3 △ 1

（単位：人）

単年
ｃ/5

単年
ｄ/5

【現状の実績（推移）】 （単位：人）

2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

令和3年 令和4年 令和5年 令和6年 令和7年

総人口 45,732 45,078 44,479 43,855 43,218 △ 3,036 △ 607

出生数 231 201 202 191 198 1,023 205

自然増減 △ 383 △ 449 △ 489 △ 445 △ 461 △ 2,227 △ 445

社会増減 △ 271 △ 150 △ 135 △ 192 △ 159 △ 907 △ 181

5か年計
ａ

単年
ａ/5

【見直し後の将来展望人口】

総人口 42,875 △ 603 40,246 △ 526

合計特殊出生率 1.18 － 1.32 0.03

出生数 974 195 1,020 204

自然増減 △ 2,082 △ 416 △ 2,223 △ 445

社会増減 △ 935 △ 187 △ 406 △ 81

2030年
令和12年 ｆ

単年
ｆ/5

単年
ｅ/5

2025年
令和7年 ｅ

単年増減 目標値比較 2030年（令和12年）の目標値が

総人口 △ 151 △ 4.2% *現行計画から約４％の人口数減

合計特殊出生率 △ 0.00 △ 24.6% *現行計画から０.４３ポイントの出生率減

出生数 △ 72 △ 26.0% *現行計画から約２６％の出生数減

自然増減 △ 70 18.6% *現行計画から減小数が約１９％増

社会増減 △ 80 13433.3% *現行計画から減小数が約１３,４３０％増

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１３５倍）

（単位：人）

現行計画ｄ/5・ｄ との

【見直し後の将来展望人口】

現状値ａ/5

との比較 単年当たり

総人口 42,875 40,246 △ 526 △ 13.3% *現状値から減小数が約１３％減

出生数 1,020 204 △ 0.5% *現状値と横ばい　R７出生数(推計)より６人増

自然増減 △ 2,223 △ 445 0.0% *現状値から横ばい

社会増減 △ 406 △ 81 △ 55.2% *現状値から減小数が約５５％減

（単位：人）

2025年
令和7年

2030年
令和12年 ｂ

単年
ｂ/5

現状値ａ/5 が△値の場合、比較(％)が正数値のときは

減少幅の拡大を、△値のときは減少の縮小を示します。 

現行計画ｄ/5・ｄが△値の場合、比較(％)が整数値のとき

は減少幅の拡大を、△値のときは減少の縮小を示します。 
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  【見直し案】 合計特殊出生率が2040年に1.6、2050年に1.8、2060年に2.07にまで改善し、社会動態は2035年までに均衡する

【社人研R5】 45,892

【社人研R5】 42,637

【社人研R5】 39,897

【社人研R5】 37,101

【社人研R5】 34,287

【社人研R5】 31,509

【社人研R5】 28,856

【社人研R5】 26,268

【社人研R5】 23,657

【見直し案】 45,892

【見直し案】 42,875

【見直し案】 40,246

【見直し案】 38,078

【見直し案】 36,048

【見直し案】 34,101

【見直し案】 32,194

【見直し案】 30,308

【見直し案】 28,516

22,000

27,000

32,000

37,000

42,000

47,000

2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

赤穂市 将来人口推計

【社人研R5】
【見直し案】

参考資料
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  【見直し案】 合計特殊出生率が2040年に1.6、2050年に1.8、2060年に2.07にまで改善し、社会動態は2035年までに均衡する

【社人研R5】 45,892

【社人研R5】 42,637

【社人研R5】 39,897

【社人研R5】 37,101

【社人研R5】 34,287

【社人研R5】 31,509

【社人研R5】 28,856

【社人研R5】 26,268

【社人研R5】 23,657

【見直し案】 45,892

【見直し案】 42,875

【見直し案】 40,246

【見直し案】 38,078

【見直し案】 36,048
【見直し案】 34,101

【見直し案】 32,194

【見直し案】 30,308

【見直し案】 28,516

【現総合戦略】 45,809

【現総合戦略】 43,877

【現総合戦略】 42,000

【現総合戦略】 39,730

【現総合戦略】 37,697

【現総合戦略】 35,838

【現総合戦略】 34,093

【現総合戦略】 32,428

【現総合戦略】 30,865

【社人研H30】 45,809 【社人研H30】 43,792

【社人研H30】 41,081

【社人研H30】 38,260

【社人研H30】 35,331

【社人研H30】 32,452

【社人研H30】 29,677

【社人研H30】 26,915

【社人研H30】 24,172

22,000

27,000

32,000

37,000

42,000

47,000

2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

赤穂市 将来人口推計

【社人研R5】
【見直し案】
【現総合戦略】
【社人研H30】
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自然・社会増減数及び増減率(「兵庫県の人口の動き」より） （単位：人、％、位）

ｎ年 ｎ+１年 対前年伸率 純増減 対前年増減 自然増減 対前年増減 社会増減 対前年増減 純増減 順位 自然増減 順位 社会増減 順位
兵庫県 5,364,074 5,330,767 99.4 △ 33,307 △ 335 △ 37,060 △ 3,196 3,753 2,861 △ 0.62 - △ 0.69 - 0.07 -
赤穂市 43,855 43,218 98.5 △ 637 △ 13 △ 445 44 △ 192 △ 57 △ 1.45 32 △ 1.01 28 △ 0.44 36
兵庫県 5,397,046 5,364,074 99.4 △ 32,972 △ 4,176 △ 33,864 △ 812 892 △ 3,364 △ 0.61 - △ 0.63 - 0.02 -
赤穂市 44,479 43,855 98.6 △ 624 △ 25 △ 489 △ 40 △ 135 15 △ 1.40 35 △ 1.10 33 △ 0.30 31
兵庫県 5,425,842 5,397,046 99.5 △ 28,796 6,118 △ 33,052 △ 6,327 4,256 12,445 △ 0.53 - △ 0.61 - 0.08 -
赤穂市 45,078 44,479 98.7 △ 599 55 △ 449 △ 66 △ 150 121 △ 1.33 35 △ 1.00 30 △ 0.33 35
兵庫県 5,460,756 5,425,842 99.4 △ 34,914 △ 9,081 △ 26,725 △ 5,005 △ 8,189 △ 4,076 △ 0.64 - △ 0.49 - △ 0.15 -
赤穂市 45,732 45,078 98.6 △ 654 44 △ 383 △ 51 △ 271 95 △ 1.43 36 △ 0.84 31 △ 0.59 33
兵庫県 5,460,478 5,434,645 99.5 △ 25,833 △ 4,802 △ 21,720 △ 1,707 △ 4,113 △ 3,095 △ 0.47 - △ 0.40 - △ 0.08 -
赤穂市 46,254 45,556 98.5 △ 698 △ 255 △ 332 △ 55 △ 366 △ 200 △ 1.51 39 △ 0.72 29 △ 0.79 44
兵庫県 5,481,509 5,460,478 99.6 △ 21,031 △ 1,924 △ 20,013 △ 2,092 △ 1,018 168 △ 0.38 - △ 0.37 - △ 0.02 -
赤穂市 46,697 46,254 99.1 △ 443 166 △ 277 42 △ 166 124 △ 0.95 29 △ 0.59 27 △ 0.36 31
兵庫県 5,500,616 5,481,509 99.7 △ 19,107 △ 2,028 △ 17,921 △ 2,868 △ 1,186 840 △ 0.35 - △ 0.33 - △ 0.02 -
赤穂市 47,306 46,697 98.7 △ 609 43 △ 319 16 △ 290 27 △ 1.29 36 △ 0.67 32 △ 0.61 39
兵庫県 5,517,694 5,500,615 99.7 △ 17,079 △ 1,804 △ 15,053 △ 2,931 △ 2,026 1,127 △ 0.31 - △ 0.27 - △ 0.04 -
赤穂市 47,958 47,306 98.6 △ 652 △ 126 △ 335 △ 41 △ 317 △ 85 △ 1.36 39 △ 0.70 34 △ 0.66 41
兵庫県 5,532,969 5,517,694 99.7 △ 15,275 1,052 △ 12,122 △ 442 △ 3,153 1,494 △ 0.28 - △ 0.22 - △ 0.06 -
赤穂市 48,484 47,958 98.9 △ 526 △ 198 △ 294 △ 53 △ 232 △ 145 △ 1.08 35 △ 0.61 32 △ 0.48 40
兵庫県 5,538,020 5,521,693 99.7 △ 16,327 △ 11,680 △ 4,647 △ 0.29 △ 0.21 △ 0.08
赤穂市 49,011 48,683 99.3 △ 328 △ 241 △ 87 △ 0.67 △ 0.49 △ 0.18

 兵庫県の人口の動き：「市町別毎月人口推計調査」をもとに各年中の兵庫県内の人口の動きをまとめたもの。
                「推計人口」は国勢調査人口を基に算出しているため、当該年の人口移動数を加減しても次年の人口に一致しない年がある。

R6

R5

R4

区 分
増減率人口(各年１月１日) 増減数

H30

H29

H28

H27

R3

R2

R1
H31
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自然増減数の内訳(「兵庫県の人口の動き」より） （単位：人）

対前年増減 対前年増減

兵庫県 △ 37,060 △ 3,196 31,360 △ 1,931 68,420 1,265

赤穂市 △ 445 44 191 △ 11 636 △ 55

兵庫県 △ 33,864 △ 812 33,291 △ 892 67,155 △ 80

赤穂市 △ 489 △ 40 202 1 691 41

兵庫県 △ 33,052 △ 6,327 34,183 △ 2,027 67,235 4,300

赤穂市 △ 449 △ 66 201 △ 30 650 36

兵庫県 △ 26,725 △ 5,005 36,210 △ 1,443 62,935 3,562

赤穂市 △ 383 △ 51 231 11 614 62

兵庫県 △ 21,720 △ 1,707 37,653 △ 1,005 59,373 702

赤穂市 △ 332 △ 55 220 △ 72 552 △ 17

兵庫県 △ 20,013 △ 2,092 38,658 △ 1,645 58,671 447

赤穂市 △ 277 42 292 △ 6 569 △ 48

兵庫県 △ 17,921 △ 2,868 40,303 △ 1,895 58,224 973

赤穂市 △ 319 16 298 34 617 18

兵庫県 △ 15,053 △ 2,931 42,198 △ 1,934 57,251 997

赤穂市 △ 335 △ 41 264 △ 49 599 △ 8

兵庫県 △ 12,122 △ 442 44,132 △ 574 56,254 △ 132

赤穂市 △ 294 △ 53 313 △ 12 607 41

兵庫県 △ 11,680 44,706 56,386
赤穂市 △ 241 325 566

純増減 出生 死亡対前年増減

R4

区  分

R6

R5

H27

R3

R2

R1
H31

H30

H29

H28
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社会増減数の内訳(「兵庫県の人口の動き」より） （単位：人）

対前年増減
うち外国人

転入
対前年増減 対前年増減

うち外国人
転出

対前年増減

兵庫県 3,753 2,861 167,832 156,822 220,210 2,849 193,859 158,973 216,457 △ 12 26,027 2,151

赤穂市 △ 192 △ 57 46 △ 21 1,183 0 178 △ 9 1,375 57 132 12

兵庫県 892 △ 3,364 11,010 △ 2,322 217,361 △ 4,608 34,886 △ 824 216,469 △ 1,244 23,876 1,498

赤穂市 △ 135 15 67 19 1,183 79 187 51 1,318 64 120 32

兵庫県 4,256 12,445 13,332 13,064 221,969 19,760 35,710 18,640 217,713 7,315 22,378 5,576

赤穂市 △ 150 121 48 21 1,104 111 136 53 1,254 △ 10 88 32

兵庫県 △ 8,189 △ 4,076 268 △ 2,691 202,209 △ 8,071 17,070 △ 2,972 210,398 △ 3,995 16,802 △ 281

赤穂市 △ 271 95 27 9 993 45 83 11 1,264 △ 50 56 2

兵庫県 △ 4,113 △ 3,095 2,959 △ 6,404 210,280 △ 12,138 20,042 △ 8,554 214,393 △ 9,043 17,083 △ 2,150

赤穂市 △ 366 △ 200 18 △ 62 948 △ 204 72 △ 50 1,314 △ 4 54 12

兵庫県 △ 1,018 168 9,363 1,408 222,418 1,767 28,596 3,225 223,436 1,599 19,233 1,817

赤穂市 △ 166 124 80 34 1,152 128 122 17 1,318 4 42 △ 17

兵庫県 △ 1,186 840 7,955 439 220,651 △ 557 25,371 1,804 221,837 △ 1,397 17,416 1,365

赤穂市 △ 290 27 46 29 1,024 △ 65 105 26 1,314 △ 92 59 △ 3

兵庫県 △ 2,026 1,127 7,516 2,004 221,208 3,461 23,567 4,145 223,234 2,334 16,051 2,141

赤穂市 △ 317 △ 85 17 △ 43 1,089 16 79 △ 29 1,406 101 62 14

兵庫県 △ 3,153 1,494 5,512 170 217,747 △ 3,535 19,422 917 220,900 △ 5,029 13,910 747

赤穂市 △ 232 △ 145 60 55 1,073 △ 158 108 55 1,305 △ 13 48 0

兵庫県 △ 4,647 5,342 221,282 18,505 225,929 13,163
赤穂市 △ 87 5 1,231 53 1,318 48

区  分

R6

R5

R4

H27

R3

R2

R1
H31

H30

H29

H28

純増減 対前年増減 転入等 転出等うち外国人
転入転出差引

対前年増減
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人口の増減数(「兵庫県の人口の動き」より） （単位：人）

自然増減 社会増減 自然増減 社会増減 自然増減 社会増減 自然増減 社会増減 自然増減 社会増減 自然増減 社会増減

兵庫県 △ 14,641 △ 11,680 △ 4,647 △ 15,275 △ 12,122 △ 3,153 △ 17,078 △ 15,053 △ 2,025 △ 19,107 △ 17,921 △ 1,186 △ 21,031 △ 20,013 △ 1,018 △ 87,132 △ 76,789 △ 12,029

⻄播磨地域 △ 2,586 △ 1,415 △ 1,120 △ 2,781 △ 1,499 △ 1,282 △ 2,802 △ 1,625 △ 1,177 △ 3,076 △ 1,708 △ 1,368 △ 2,954 △ 1,762 △ 1,192 △ 14,199 △ 8,009 △ 6,139

赤穂市 △ 362 △ 241 △ 87 △ 526 △ 294 △ 232 △ 652 △ 335 △ 317 △ 609 △ 319 △ 290 △ 443 △ 277 △ 166 △ 2,592 △ 1,466 △ 1,092

自然増減 社会増減 自然増減 社会増減 自然増減 社会増減 自然増減 社会増減 自然増減 社会増減 自然増減 社会増減

兵庫県 △ 21,938 △ 21,720 △ 4,113 △ 34,914 △ 26,725 △ 8,189 △ 28,796 △ 33,052 4,256 △ 32,972 △ 33,864 892 △ 33,307 △ 37,060 3,753 △ 151,927 △ 152,421 △ 3,401

⻄播磨地域 △ 3,033 △ 1,894 △ 1,282 △ 3,368 △ 2,080 △ 1,288 △ 3,041 △ 2,445 △ 596 △ 3,451 △ 2,495 △ 956 △ 3,773 △ 2,658 △ 1,115 △ 16,666 △ 11,572 △ 5,237

赤穂市 △ 668 △ 332 △ 366 △ 654 △ 383 △ 271 △ 599 △ 449 △ 150 △ 624 △ 489 △ 135 △ 637 △ 445 △ 192 △ 3,182 △ 2,098 △ 1,114

自然増減 社会増減

△ 239,059 △ 229,210 △ 15,430

△ 30,865 △ 19,581 △ 11,376

△ 5,774 △ 3,564 △ 2,206赤穂市

兵庫県の人口の動き
  推計人口は、直近の国勢調査結果を基礎として、毎月１日現在の人口を算出しているが、H27年国勢調査結果に基づくR2年10月１日現在の
 推計人口とR2年国勢調査結果の人口とは必ずしも一致しないため、H27年国勢調査とR2年国勢調査の結果を基に、その間の各月の人口につい
 て補間補正を行っている。そのためH27、R2の純増減は自然増減と社会増減の合計と一致しない。

10年間（H27〜R6）計

純増減
区 分

兵庫県

⻄播磨地域

５年間（R2〜R6）計

純増減 純増減 純増減 純増減 純増減 純増減

R6R2 R3 R4 R5

区 分
純増減

H27 H28 H29 H30 H31・R１ ５年間（H27〜R1）計

純増減 純増減 純増減 純増減 純増減
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人口の増減率(「兵庫県の人口の動き」より） （単位：％）

自然増減 社会増減 自然増減 社会増減 自然増減 社会増減 自然増減 社会増減 自然増減 社会増減 自然増減 社会増減

兵庫県 △ 0.26 △ 0.21 △ 0.08 △ 0.28 △ 0.22 △ 0.06 △ 0.31 △ 0.27 △ 0.04 △ 0.35 △ 0.33 △ 0.02 △ 0.38 △ 0.37 △ 0.02 △ 1.57 △ 1.38 △ 0.22

⻄播磨地域 △ 0.99 △ 0.54 △ 0.43 △ 1.07 △ 0.58 △ 0.49 △ 1.09 △ 0.63 △ 0.46 △ 1.21 △ 0.67 △ 0.54 △ 1.18 △ 0.70 △ 0.47 △ 5.41 △ 3.05 △ 2.34

赤穂市 △ 0.74 △ 0.49 △ 0.18 △ 1.08 △ 0.61 △ 0.48 △ 1.36 △ 0.70 △ 0.66 △ 1.29 △ 0.67 △ 0.61 △ 0.95 △ 0.59 △ 0.36 △ 5.31 △ 3.00 △ 2.24

自然増減 社会増減 自然増減 社会増減 自然増減 社会増減 自然増減 社会増減 自然増減 社会増減 自然増減 社会増減

兵庫県 △ 0.40 △ 0.40 △ 0.08 △ 0.64 △ 0.49 △ 0.15 △ 0.53 △ 0.61 △ 0.08 △ 0.61 △ 0.63 0.02 △ 0.62 △ 0.69 0.07 △ 2.77 △ 2.78 △ 0.06

⻄播磨地域 △ 1.22 △ 0.76 △ 0.51 △ 1.37 △ 0.85 △ 0.52 △ 1.25 △ 1.01 △ 0.25 △ 1.44 △ 1.04 △ 0.40 △ 1.60 △ 1.13 △ 0.47 △ 6.69 △ 4.65 △ 2.10

赤穂市 △ 1.44 △ 0.72 △ 0.79 △ 1.43 △ 0.84 △ 0.59 △ 1.33 △ 1.00 △ 0.33 △ 1.40 △ 1.10 △ 0.30 △ 1.45 △ 1.01 △ 0.44 △ 6.86 △ 4.52 △ 2.40

（参考）

自然増減 社会増減

△ 4.31 △ 4.13 △ 0.28

△ 11.76 △ 7.46 △ 4.33

△ 11.82 △ 7.30 △ 4.52赤穂市

５年間（R2〜R6）計

純増減 純増減 純増減 純増減 純増減 純増減

R6

区 分

10年間（H27〜R6）計

純増減

兵庫県

⻄播磨地域

R2 R3 R4 R5

５年間（H27〜R1）計

純増減 純増減 純増減 純増減 純増減 純増減

H31・R１
区 分

H27 H28 H29 H30
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